
一般情報など
（１）4月１２日にBJ理事会・総会が開催されました。
場所：中京大学（名古屋市昭和区八事）内会議室
日時：4月12日（土）13:00～17:00　

議題：１．2013年度事業結果報告書および決算報告書の承認の件

２．2014年度事業計画書および予算計画書の承認の件

３．クラブの新規加入ならびに脱退、および理事の新任・交替の承認の件

４．その他

結果： 定数１９名のうち出席理事１３名、委任状提出理事３名で議事は進行し、

報告書、計画書、理事の交替等について順調に承認された。

主なトピックスを以下に抜粋して記載します。

　　　１）2014年度加盟クラブの異動と役員（理事）の異動

	区分
	クラブ名
	備考

	脱退クラブ
	東京ﾛｰﾝﾎﾞｳﾙｽﾞｸﾗﾌﾞ（TLBC）
	クラブ員高齢化などの事情により

クラブ員の総意として脱退。

	
	板橋ローンボウリングクラブ
	東京ローンボウリングクラブと

一体化のため。

	
	神戸女子ローンボウルスクラブ
	実質的活動がないため加盟登録を

抹消。

	新規加盟クラブ
	ローンボウルズ高知UC
	高知大学の職員、学生によるクラブとして発足。


	区分
	クラブ名
	備考

	退任理事
	林　洋助

（板橋ローンボウリングクラブ）
	クラブ登録抹消のため。

	新任理事
	川本真浩

（ローンボウルズ高知UC）
	クラブ新規加盟のため。

（任期は平成２７年３月末まで）

	交替理事
	退任　入江和俊、新任　奥田　昭

（NPOﾛｰﾝﾎﾞｳﾙｽﾞｸﾗﾌﾞALBC）
	クラブ内人事異動のため。

（新任理事の任期は平成２７年３月末まで）
 

	
	退任　合田洋子、新任　森　紘一

（神戸学園都市ﾜｲｽﾞﾒﾝｽﾞｽﾞｸﾗﾌﾞ）
	

	留任理事
	伊藤則幸
	クラブは抹消されたが、学識経験者という位置付けで留任。

	
	來田享子
	


　　　　　　なお、関東地区をとりまとめる副理事長としては伊藤則幸氏から依田成史氏（YC&AC）

　　　　　に交替することも決定された（任期は平成２７年３月末まで）。

　　　２）2014年度日本選手権大会等の日程、会場などの確定

　　　　　　一部未定であったが、このたびの理事会で次のように確定された。
	
	本選
	地区予選

	
	日程
	会場
	出場枠
	

	男子

シングルス

日本選手権

大会
	11月2日（日）

なお雨天の

場合は

23日（日）
	立川昭和

記念公園
	北海道・関東地区３名

愛知・関西地区　４名
ｵｰｽﾄﾗﾘｱ地区　　１名

　合計　　　　８名
	北海道・関東地区は

6月29日(予備日　7月6日)
に昭和記念公園で
愛知・関西地区は

8月30日（土）、31日（日）に明石公園で

	女子

シングルス

日本選手権

大会
	11月1日（土）なお雨天の

場合は

22日（土）
	同上
	北海道・関東地区３名

愛知・関西地区　４名

昨年優勝者枠　１名

　合計　　　　８名
	北海道・関東地区は

6月22日（予備日　6月

29日）に昭和記念公園で

愛知・関西地区は

8月30日（土）、31日（日）に明石公園で

	男子ペアーズ

女子ペアーズ
日本選手権大会
	9月
13日(土）、
14日（日）
	明石公園
	追って連絡
	北海道・関東地区は

日程、会場未定

愛知・関西地区は

6月14日（土）、15日（日）に明石公園で

	男女不問ペアーズ全国オープン大会
	9月

27日(土)、

28日(日)
	北海道

茨戸ＣＣ
	特になし。
	地区予選はなし。

	男女不問トリプルズ全国オープン大会
	10月

4日（土）、

5日（日）
	神戸市

しあわせの村
	特になし。
	地区予選はなし。

	男子1名+女子1名による

ﾐｯｸｽﾍﾟｱｰｽﾞ全国オープン大会
	10月

19日（日）
	横浜市

YC&AC
	特になし。
	地区予選はなし。


　　　３）関東支部運営体制の確定
先月号のBJブリテンで既に、支部役員体制、活動計画などをお知らせしていたが、

４月から正式に、関東支部長　黒沢秀行、副支部長　松原敬之、事務局長　伊東一郎らの体制で活動開始することになった。
（２）第１０回アジア地区ローンボウルズ選手権大会出場選手の募集について

　　　上記大会について、中国ローンボウルズ協会(China Multi Bowls Association)がホストして
　　2014年10月9日から18日まで中国（河南省　新郷市の予定）で開催するという連絡とともに、
エントリーの依頼が来ましたのでお知らせします。

	募集選手数
	1． 男子選手5名および女子選手5名

（出場種目は1名につきｼﾝｸﾞﾙｽ、ﾍﾟｱｰｽﾞ、ﾄﾘﾌﾟﾙｽﾞ､ﾌｫｱｰｽﾞの中の
どれか2種目となる。種目選択は監督が決定する。）

2． 25歳以下の男子選手２名および女子選手2名
（出場種目はｼﾝｸﾞﾙｽおよびﾍﾟｱｰｽﾞ。ただし１名のみの場合はｼﾝｸﾞﾙｽ

のみとなる。）

	エントリー費用
	１．男子選手5名および女子選手5名の場合

　　　　　ひとりあたり400米ドル（約4万円）

２．25歳以下の男子選手２名および女子選手2名

　　　　　ひとりあたり500米ドル（約5万円）

ただし、この費用には大会期間中の宿泊費および朝食、昼食、夕食
の費用が含まれている。従って、これ以外の自己負担は基本的には

往復の航空運賃のみとなる。

	日程詳細
	１０月９日　　入国
　　　１０日　練習日、監督会議

　　　１１日～１７日　競技日

　　　18日　帰国日

なお、１１日に歓迎パーティ、18日に表彰式、お別れパーティ

　　　１６日にアジア・ローンボウルズ連盟の役員会がある。

	参加予定国
	ブルネー、中国、香港、インド、日本、マカオ、マレーシア、

パキスタン、フィリッピン、シンガポール、スリランカ、タイ

	エントリー期限
	７月31日までに、選手名、写真、選手プロフィルを
中国ローンボウルズ協会へ提出すること。


　　　出場希望者は、クラブ代表者経由で６月３０日までに山田理事長宛に出場申し込み書を提出
　　（様式自由。メール連絡可。）してください。希望者が定員を越えた場合は、７月１日から31日
の間に選考をいたします。
なお、昨年度の日本選手権大会（シングルス、ペアーズ）の優勝者は優先的に選考されます。

（３）ワールド・ジュニア・カップ大会へ田町智之君（甲南ローンボアーズ）の出場が決定
　　　BJブリテン105号で募集していた、11月にオーストラリア　ゴールドコーストで開催される

18歳から25歳までを対象としたワールド・ジュニア・カップ大会(シングルスおよびミックスペ

アーズ種目)に、甲南ローンボアーズの田町智之君が挑戦することが決定しました。ミックスペ

アーズ種目は、他国から出場してくる女子選手と組んで出場することになります。

みなさんの応援をお願いいたします。　　　
2014年4月の行事、活動などの結果
（１）SVリーグ2014年度前期大会 （第1，２節）スタート
主催：BJ兵庫支部

主管：SVリーグ実行委員会（リーダー：グリーン、記録：学園ワイズ、会計：ALBC）
日時：4月2日（水）、26日（土）12:30～16:00　　　
場所：しあわせの村ローンボウルズグリーン
結果：4月26日終了後の結果成績順位は次の通り。
	順位
	1位
	2位
	3位
	4位
	5位
	6位
	7位
	8位
	9位
	10位
	11位
	12位

	チーム名
	カナダ会
	ﾀｯﾁｬｽﾞD 
	兵庫車椅子 
	ALBC

-C
	ﾀｯﾁｬｽﾞB 
	ﾀｯﾁｬｽﾞC 
	ﾀｯﾁｬｽﾞA
	学園　A 
	神戸ｸﾞﾘｰﾝ
	ALBC

-B
	ALBC

-A
	学園B

	勝点
	 12
	  9
	  9
	  9
	   6
	  6
	   6
	  6
	   3
	  3
	  3
	  0

	点差
	+21
	+3
	+1
	 -3
	+13
	+12
	+9
	+6
	-5
	-14
	-26
	-17


（２）Aリーグカップ2014年前期大会(第7，8節)
主催：Aリーグ実行委員会
場所：明石公園ローンボウルズグリーン　
日時：4月6日（日）、20日（日）12:45～16:00　　
結果：4月20日 終了時点での成績は次の通り。
	A-1リーグ

	A-2リーグ

	１位  佐藤正通（ALBC） 　　　 94点
2位  奥田　昭（ALBC）        93点
3位  藤川辰美（ALBC）        92点

	1位　石田博規（神戸ボウルズ）107点

2位　山形京子（学園都市ワイズ）87点
2位　松井康有(タッチャーズ)    87点
3位　関　政美（ALBC）　　　　79点


（３）ローンボウルズ中崎リーグ戦(4月～6月度) 
　　　　　主催：ローンボウルズ中崎
　　　　　日時：4月7日(月)、21日（月）　12:30～17:00
      　　場所：明石市中崎遊園地内ローンボウルズコート（天然芝、4リンク）

      結果：
	
	4月7日

	1位
	関　政美（ＡＬＢＣ）

	2位
	松本明美（LB中崎）

	3位
	船引啓吾（神戸グリーン）


（４）垂水健康公園合同練習会
　　　　　主催：NPO法人ローンボウルズ日本兵庫支部　[担当委員：竹田、藤川、森]  
　　　　　日時：4月8日（火）9時～13時
      場所：神戸市立垂水健康公園テニスコート
      結果：公園のソメイヨシノが満開で絶好の花見日和であったが、17名が合同練習会に

参加し、トリプルズ戦を2ゲーム行った。
（５）タイガーボウルズ方式トリプルズ大会2014
主催：BJ兵庫支部

主管：日本カナダ会
場所：しあわせの村ローンボウルズグリーン
日時：4月5日（土）8:30～17:00　

競技方式：男女を問わないトリプルズ戦、チーム編成は当日抽選にて決定。

一人3球×８エンド（但し、3エンド、3エンド、2エンドに分割されていて

その各々にてポイントが付く。

結果：36名（12チーム）が参加して、各チームが4ゲームを戦った。

	順位
	チーム編成
	獲得ポイント、総得点/失点比率

	1位
	大杉正樹（カナダ会）

大杖　昇（グリーン）

宮北　茂（神戸ボウルズ）
	ポイント＝２３
比率＝2.72

	2位
	野上哲男（タッチャーズ）

竹村裕之（兵庫車椅子）
船引啓吾（グリーン）
	ポイント＝２３

比率＝1.79

	3位
	奥田　昭（ALBC）
林　嘉雄（カナダ会）

赤木泰二（LB中崎）
	ポイント＝２１

比率＝1.68


（６）第９回名古屋オープン2014大会
主催：ＮＰＯ法人ローンボウルズ日本

主管：愛知ボウルズクラブ

後援：中日新聞社、名古屋市教育委員会
場所：名古屋市瑞穂運動公園内仮設グリーン
日時：4月12日（土）13:00～16:30　会場設営および練習ラウンド

　　　4月13日（日）8:30～  受付開始     　9:00～  開会式

　　　　　　　　　　　9:30～  競技開始      ～16:30　終了予定
結果： 関東、関西および地元愛知からを含めて16チームが参加して、熱戦をくりひろげ
た。競技種目は「男女を問わないペアーズ」で、一人4球×7エンドゲームを、
トーナメント方式で1チームあたり4ゲームを行った。
予選ラウンドは１６チームを４チームずつの４グループとして、グループ内で

トーナメント方式で１位から４位を決定し、決勝ラウンドは予選の１位の４チーム

によるトーナメントで最終の１位～４位を決定し、予選の２位の４チームによるト

ーナメントで最終の５位～７位を決定し、以下同様にして最終16位まで決定した。

上位入賞者は次の通りであった。
	優勝
	宮崎宗久・坂本紘一（神戸タッチャーズクラブ）

	2位
	竹田　宏・安部　宏（タッチャーズ・カナダ会混成）

	3位
	佐藤正通・入江和俊（NPO法人ローンボウルズクラブALBC)


（７）ワールドカップ・インドア・シングルス大会
主催：World Bowls
場所：オーストラリア、ワリラ
日時：4月6日（日）～17日（木）　

出場選手：男子　長谷部健太（ノースシドニー・ボウリングクラブ）

　　　　　　　女子　江村裕子（　同上　） 
結果： 男女共に出場選手を２グループに分けて、予選ラウンドはグループ内の総当り戦を実施。競技方式はセット制。グループ内の上位３名が決勝トーナメントに進出。

　　長谷部健太選手の結果

	１
	6勝４敗で、予選第2グループ11名中の5位となり、惜しくも決勝進出はならなかった。
	6勝した相手は、ブルネー、フィージー、オランダ、トルコ、香港、マレーシア

	２
	予選第２グループの中で、アジア勢としてはトップの位置であった。
	マレーシアが6位、ブルネーが9位、
香港が10位

	３
	予選第２グループの上位３名は、

１位アメリカ（ニール・ファーマン）
２位オーストラリア（トニー・ウッド）
３位南アフリカ（ボビー・ドンリー）
	予選第１グループの上位３名は、

１位 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ（ジェレミー・ヘンリー）
２位ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ（ｽﾁｭﾜｰﾄ・アンダーソン）
３位ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ（シャノン・マックロイ）


　　江村裕子選手の結果

	１
	3勝8敗で、予選第1グループ12名中の9位となり、決勝進出はならなかった。
	3勝した相手は、香港、マカオ、ノーフォークアイランド（予選ラウンド第１位の選手を破った。）

	２
	予選第1グループの中で、アジア勢としてはトップから２番目の位置であった。
	フィリッピンが7位、香港が10位、ブルネーが11位、マカオが12位

	３
	予選第１グループの上位３名は、

１位ﾉｰﾌｫｰｸｱｲﾗﾝﾄﾞ（ｶﾙﾒﾝ・アンダーソン）
２位ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ（キャロリン・ブラウン）

３位ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ(ジョー・エドワード）
	予選第２グループの上位３名は、

１位 マレーシア（シティ・ザリーナ）
２位ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ（ｸﾘｵﾄﾞｰﾅ・イーディー）
３位ガーンジー（アリソン・メリーン）


（８）明石市長杯大会2014年春季大会（従来、明石教育長賞大会であったものを改称）
主催：Aリーグ実行委員会
場所：明石公園ローンボウルズグリーン
日時：4月27日（日）9:00～17:00　

競技内容：男女を問わないトリプルズ戦、一人3球×8エンド（但し、時間制限あり）

　　　　　を4ゲーム戦い、勝ち点および得失点差の高い順に順位を付ける。

　　　　　対戦相手は勝ち抜き方式により決まる。

結果： 14チームが参加し、上位入賞は次の通りであった。
	
	チーム
	成績

	優勝
	学園都市ワイズ（山形史郎、国頭隆雄、日下隆夫）
	４勝０敗

	２位
	ALBC　　　　（垣内紀子、小野叶子、小野宦司）
	３勝１敗、得失点差＝+20

	３位
	タッチャーズ　（加久石幸三、竹内義治、野上哲男）
	３勝１敗、得失点差＝+17


（９）ＢＪ兵庫支部第12回運営委員会開催
場所：しあわせの村ひよどり研修室
日時：4月26日（土）9:00～11:30　

議題：１．2013年度　支部活動報告、会計報告
　　　２．2013年度　明石公園ローンボウルズ場自主管理協力金会計報告

　　　３．2014年度　支部活動計画、運営委員名簿確認、主要大会主管事務局確認など

　　　４．その他報告・連絡事項

2014年5月以降の計画、予定
（１）関西地区親善ローンボウルズ大会の開催

主催：BJ兵庫支部
場所：しあわせの村ローンボウルズグリーン
日時：5月5日（月）、6日（火）9:00～17:00　（受付開始8:45～）

競技種目：5月5日（月）は一人４球のペアーズ戦で１ゲームは７０分時間制限方式。

　　　　　　　　１６チームが参加。８チームずつ紅白に分かれて対抗戦を行い、勝利数

　　　　　　　　の多い紅または白のチーム全員に賞品が与えられる。

　　　　　5月6日（火）は一人3球のトリプルズ戦で１ゲームは７０分時間制限方式。

　　　　　　　　１２チームが参加。6チームずつ紅白に分かれて対抗戦を行い、勝利数

　　　　　　　　の多い紅または白のチーム全員に賞品が与えられる。

　　　いずれもチーム編成、対戦組合わせは当日朝の抽選により決定。

　　　１日に１チームあたり４ゲームを行う。

参加費：一人１日あたり500円
（２）関東支部設立記念ローンボウルズ大会の開催

主催：BJ関東支部
場所：YC&ACローンボウルズグリーン
日時：5月25日（日）

競技種目など：詳細は計画中。

BJ加盟の関東地区クラブのほかに、非加盟の八潮ローンボウルズ愛好会や

瑞穂ローンボウルズ・コミュニケーション・グループにも参加を呼びかけて、

将来はBJへ加盟してもらうように働き掛けをする。
（３）ACTファミリーデー・ローンボウルズ大会への協力

主催（幹事）：ブルネー大使館
協力：BJ関東支部
日時：5月10日（土）9:30～　開会式

場所：東京都江戸川区　葛西臨海公園内の「潮風の広場」

内容：先月号のBJブリテンに記載したとおりであるが、アセアン10ケ国の大使、大使

夫人、家族による親善交流行事として、ローンボウルズを楽しむとのこと。

ゲストとして日本の外務省からもスタッフが参加する模様。

BJ関東支部が用具の貸与とゲームの運営などで協力する。
（４）SVリーグ2014年度前期大会(第3,4節)

主催：BJ兵庫支部
主管：SVリーグ実行委員会
リーダー： 神戸グリーン倶楽部 （船引啓吾、大杖 昇、大畑 泰）　　

会計： ＡＬＢＣ （入江和俊、奥田 昭、藤川辰美）

記録： 学園都市 （合田純二、森 紘一、合田洋子）　
場所：しあわせの村ローンボウルズグリーン
日時：5月14日（水）、24日（土）12:30～16:00　　　
　　競技内容：ペアーズ戦を２ゲーム行う。一人４球×８０分時間制。
（５）Aリーグカップ2014年前期大会(第9,10節)

主催：Aリーグ実行委員会
場所：明石公園ローンボウルズグリーン
日時：5月11日（日）、25日（日）12:45～16:00　
参加申込み：事前申込みは不要。当日、会場への来場で可。
なお、5月3日（土）１０時～１５時は初心者体験教室を開催する。 
（６）中崎リーグの5月～6月の開催予定
　　　　　主催：ローンボウルズ中崎
　　　　　日時：5月12日、19日、6月2日、16日

いずれも月曜日　12:30～17:00  （雨天の場合は次週に順延）
場所：明石市中崎遊園地内ローンボウルズコート（天然芝、4リンク）
　　　　　募集人員：max.24名（当日自由参加）。組み合わせは、当日抽選により決定。
                    参加申し込みはローンボウルズ中崎　前林さんまで
（７）フレンドシップ大会2014

主催：神戸タッチャーズ
場所：しあわせの村ローンボウルズグリーン
日時：5月10日（土）9:00～16:30　

競技種目：男女不問のペアーズ戦

　　　　　２４チームを募集。チームを編成して申し込みのこと。１クラブあたり最大

　　　　　４チームまで。参加費は１チームあたり2,000円。

申し込み先：神戸タッチャーズ　西口氏まで。
（８）垂水健康公園2014春季大会
　　　　　主催：NPO法人ローンボウルズ日本兵庫支部
　　　　　　　　[担当委員：森(紘)、藤川、竹田]  

　　　　　日時：5月13日（火）9時～13時
      場所：神戸市立垂水健康公園テニスコート
      内容：一人3球×70分時間制限制のトリプルズ戦を3ゲーム行う。

           　　 1) ゲーム勝利チーム：３ﾎﾟｲﾝﾄ　　引分チーム：１ﾎﾟｲﾝﾄ　　敗けチーム：０ﾎﾟｲﾝﾄ
2) 獲得エンド数に対して　1ポイント/エンド
            1)+2)の3ゲーム合計点の高い順に順位を付ける。
8チームを募集中。クラブ単位でチームをまとめ（ただし、混成も可）て
担当委員森まで申し込みください。先着順で、8チームに達したら締め切ります。

参加費など：参加費は1チームあたり3,000円。

1位、2位、3位、BBに賞品（または賞金）あります。
（９）神戸市長杯大会2014年春季大会
主催：Aリーグ実行委員会
場所：しあわせの村ローンボウルズグリーン
日時：5月18日（日）9:00～17:00　

競技内容：男女を問わないトリプルズ戦、一人3球×8エンド（但し、時間制限あり）
　　　　　を4ゲーム戦い、勝ち点および得失点差の高い順に順位を付ける。

　　　　　対戦相手は勝ち抜き方式により決まる。

参加費：BJ加盟会員の場合1チーム　3,000円　（一人当たり1,000円）

　　　　　　　　　BJ非加盟会員の場合1チーム　4,500円　（一人当たり1,500円）
　　　　　参加申込み：締め切りずみ

会員からの投稿
シンガポール・ライオン市国際大会2014の報告
神戸ボウルズクラブ
フォーサイス・ラッセル
3月27日（木）～30日（日）シンガポールのカラン・ローンボウルズグリーンにて、ライオン市国際大会が開催されました。この大会は一人2球の混合トリプルズで、1ゲームは6エンド×2セット制。日本チームは、合田洋子(リード)、合田純二(セカンド)、筆者(スキップ)で、予選ラウンドでは5ゲームを戦いました。チーム戦として国際試合に出場するのは初めてだったので、この大会をとても楽しみにしていました。
気温10度前後の日本を夜に出発し、シンガポールに到着したのは朝の6時。気温は既に25度もあり、昼は毎日30度以上で日本の8月並みの暑さ。久しぶりの暑さに慣れるには時間かかりました。
初日27日は練習日でした。グリーンはカーペットで、明石公園より早く、よく曲がります。しかし地面は平らでないところがあり、表面が熱くなればカーペットが膨張し、同じリンクであっても、朝と昼ではラインが変わります。午前の練習ではあまりボウルが寄らなかったのですが、徐々にグリーンに慣れ、午後の練習試合では、内容が随分良くなりました。15時頃、ホストクラブ（シンガポール パワークラブ）からシンガポール観光と食事の提案があり、少し早めに練習を引き上げて、話題のマリーナ ベイサンズを見に行きました。港町神戸を連想させるエリアでしたが、その規模と斬新な建築物は圧巻でした。
28日は予選ラウンド４ゲームが行われ、午前は2つの地元チームとの試合がありました。初戦、日本チームは1セット先取したものの、なかなかリズムが掴めず、2セット目はいきなり2エンドで8点を落とし、負けました。決して良いスタートとは言えませんでしたが、2試合目は全員のプレイが安定し1勝。
午後はまず香港との試合でした。1セット目は順調。2セット目もいい内容で進んでいたのですが、雷警報で試合が中断。これは初めての経験でした。待機中、香港チームとコーチは作戦会議をしたようで、試合が再開すると、最短の長さにジャックを投げ、日本チームは対応できずに４点落とし、6エンドという短い試合で勝負が決まりました。相手の鋭い作戦に完敗でした。
1日目の最終試合の対戦相手は、強いローカルチーム、パワークラブ。気温は上昇し、合田純二さんは熱中症寸前でしたが、合田夫婦のナイスプレイで勝利。カップ セクションに残るチャンスを繋げました。グループトップのシンガポール代表チームを下さなくてはなりません。
29日朝、シンガポール戦では、全員が今までになかったようないいプレイができ、誰かがミスしたら誰かがカバーし、7－1，10－1と快勝。予選ラウンド終わり、Bグループで香港に続く第2位に入りました。

続いてカップ セクションの準決勝に進む為、Aグループ第3位 ブルネーとのプレーオフ戦になりました。ブルネーは強いチームで、国がコーチを雇い週5日練習するらしいです。この強いチームを相手に、最初の7エンドは接戦。8エンド目、日本チームは最初の5球がバラバラで、最後のボウルは至近距離でショットを逃し、相手の前に置かれたボウルにぶつかって5点落としました。その後も積極的に点を取りにいったもののリスクの高いショットは決まらず、14－5で敗れました。
ブルネーに敗れたため、決勝トーナメントはプレートセクションにまわりました。プレートセクションの準決勝相手は、再度シンガポール代表チーム。午前の試合と同じリンクだった為、自信はありました。しかし朝の試合の時に比べてラインは変わっており、シンガポールはほとんどミスなしで日本チームは苦労しました。ブルネーとのプレーオフと同じように、最初の５エンドはいい勝負でしたが、2エンドで6点落とし、13－6で敗れました。いい形でスタートを切ったにも関わらず、非常に残念な結果で終わりました。
日本チームは、予選ラウンドグループの中で、総得点、エンド数、得点差は全て1位であったのに、結果は3勝2敗。決勝トーナメントの成績は2敗でした。今回スキップとして、クラブチームとの試合では得点するチャンスはたくさんあるけれど、国際チームはあまりミスをしないので、簡単に点は取れないということを実感しました。1人2球しかない為、１球目でミスした際に、うまく修正できなければ簡単に不利な状態につながります。特に短い6エンドのセットでは、1つのエンドで大量点を落とすと即勝負が決まります。日本チームの負けた試合は全て同じパターンでした。いい試合はしていたけれど、大事な場面でボウルを揃えられず相手にやられました。
また、今回の大会で苦労したことは、ヘッド確認が不可だったことでした。特にジャックが動いた時やドライブしたい時、ボウルの間隔と角度を知りたいけれど、それができないままプレイするというのは初めての経験でした。選んだショットに自信のないまま、強い球を投げるというミスをしたエンドが何回もありました。日本チームは一緒にプレイするのも初めてで、お互いのプレイやボウルを投げる前に知りたいことがうまく伝わらない時もあり、ヘッド確認ができたなら、円滑なコミュニケーションと良いショットの選択ができただろうと思います。
今回の試合を通じて、国際試合で勝利を収めるチーム＝大事な場面でミスの少ないチームであることを痛感しました。この大会のカップとプレートで優勝したチームは、どちらも予選ラウンドで日本が勝利したチームでした。それにもかかわらず、日本チームはメダルが取れなかったのは残念です。日本チームが負けた試合では、途中までいい試合はできていたけれど、プレッシャーがかかった時にミスが起こり、点数が開くとさらに焦ってエンドを落とすという共通点がありました。
海外チームの選手と話したところ、国際チームにはコーチがつき週に何度も練習しているそうです。香港チームに至っては、大会前に合宿もあり、スポ－ツとして本格的に取り組んでいるようです。その為、精神面も強く、試合の大事な場面でミスが少ない理由の一つだと感じます。大会でいい成績を残せば代表選手に選ばれるチャンスも掴めるとあって、やはり意欲が違います。
海外試合の後は毎回、もっといい結果が残せたはずだと悔いを残して帰国しますが、同時にまだまだレベルアップしないと実現できないとも感じます。日本におけるボウルス環境は、他国と比較すると決して恵まれているとはいえず、また仕事の関係もあって充分な練習ができないことが多いのが現状ですが、今回の経験でボウルスについての考え方は変わり、さらに強くなりたい気持ちが芽生えました。どのように成長できるか －今後の課題です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成26年4月30日（通巻第108号）


ボウルズ・ジャパン　ブリテン


　　　　　　　　　　　発行元：NPO法人「ローンボウルズ日本」　総務委員会
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